
　
中
で
も
、
名
工
二
人
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な

る
作
風
で
彫
ら
れ
た
一
対

の
「
鳳
凰
」、
中
国
古
来

の
文
人
に
お
け
る
必
須
の

教
養
や
風
流
事
を
意
味
す

る
四
芸
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
「
琴き
ん
棋き

書し
ょ
画が

」、
孔
子
・

釈
迦
・
老
子
が
酸
の
酸
っ

ぱ
さ
に
共
感
す
る
様
子
か

ら
宗
教
や
思
想
が
異
な
っ

て
も
真
理
は
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
「
三さ
ん
聖せ
い

吸き
ゅ
う
さ
ん酸
」
は
見
ど
こ
ろ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
妻
沼
聖
天
山

の
本
殿
「
歓
喜

院
聖
天
堂
」は
、

約
８
４
０
年
前

に
建
て
ら
れ
た

と
さ
れ
ま
す
。

火
事
な
ど
の
被

害
で
何
度
か
再

建
さ
れ
、
現
在

の
建
物
は
宝
暦

10
年
（
１
７
６

０
年
）
に
完
成

し
ま
し
た
。

　
日
光
東
照
宮
を
彷
彿
と

さ
せ
る
本
格
的
装
飾
建
築

で
、
そ
の
精
巧
さ
ゆ
え
に

「
埼
玉
日
光
」
と
称
さ
れ
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
聖
天
堂
は
、
奥
殿
と
拝

殿
を
中
殿
が
結
び
付
け
る

「
権
現
造
り
」
と
い
う
建

築
様
式
を
用
い
て
お
り
、

そ
の
三
つ
の
建
築
の
各
所

に
、
多
く
の
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

埼玉県の国宝紹介 －埼玉県内の国宝をシリーズで紹介いたします－

妻沼聖天山「歓喜院聖天堂」（かんぎいんしょうでんどう）
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第 2 回

今後の予定
10月

2日 ブロック別会長連絡会議（北部ブロック）秩父市

5日 ブロック別会長連絡会議（西部ブロック）飯能市

18日 主任児童委員部会（分科会1・2）すこやかプラザ

19日 正副会長会議 すこやかプラザ

20日 ブロック別会長連絡会議（東部ブロック）久喜市

11月
1日 第181回理事会 すこやかプラザ

16日 正副会長会議 すこやかプラザ

20-22日 全国民生委員児童委員大会 広島県広島市

〒330-0075 さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会 広報係宛

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提
出
先

ご当地の名物を、熊谷市民児協の寺田
治子会長に紹介していただきます。

　二百数十年
前の宝暦年間、
妻沼地区が聖
天様の門前町
や利根川の宿
場町として栄
えた遠い昔か

ら、このいなり寿司が、名物としても
てはやされてきました。古くから利根
川沿いの妻沼郷では、光沢があり粒の
揃った良質の米がとれました。妻沼の
いなり寿司は、こうした風土と聖天信
仰の中で生まれたふるさとの味覚です。

文化庁認定100年フードの文化庁認定100年フードの

「「妻沼のいなり寿司妻沼のいなり寿司」」!!!!

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
収
束
の
気
配
を
見
せ
つ
つ
あ
る
な
か

で
、
日
常
の
生
活
も
徐
々
に
旧
に
復
し
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
も
自
ず
と

以
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
本
誌
も
前

号
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
活
動
の
様
子
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
他
地
域
の
事
例
か
ら
そ
の
特
色
あ
る
と
こ
ろ

を
学
び
、
今
後
の
対
応
の
在
り
方
を
考
え
る
絶
好
の
機
会

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
広
報
部
会
に
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
等
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�
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▼174号は県民児協
広報部会Cチームで
編集、校正しました。
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